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【目的】新臨床研修制度開始から３年目を迎え、研修医の動向が注目されている。本報告では、単独

型臨床研修病院の２年次に焦点を当て、１年間を振り返る中から、変化した内容とそれに至る学習プ

ロセスを導き、医療安全教育のあり方を考える。 
【方法】K 単独型臨床研修病院で、まず、後期研修医２名、初期研修医２名と面接予備調査を行い、

質問すべき内容を整理した。調査は、平成１９年４～７月、同病院の研修医２年次生 13 名中、同意

の得られた 12 名を対象に、自由面接法で実施した。質問した内容は、①１年で変化した内容、②教

育体制について、③指導医・看護師・レジデント・同僚との関わり方、④患者の会話内容と患者の情

報収集法、⑤自ら関わったインシデント・アクシデント、⑤技術習得である。 
【結果】面接での回答内容を整理すると、技術習得を除き，以下のように意識変容に至った学習プロ

セスを導き出せた。①最も変化した内容は業務に優先順位をつけることで、指導を仰ぐだけの態勢か

ら、指導者の回答と自分の考えとの相違点を見出し、次に自分の考えを評価して軌道修正をするサポ

ートを相手に望んでいった。②教育体制では、当初の３ヶ月間に細分化した科で複数の専門医が関わ

り混乱するが、次の科で１対１の指導を受け混乱が緩和している。③指導医、レジデント、同僚、看

護師、患者との関わりでは、指導医だけから学ぶのではなく、他の医療職者や患者との人間関係の持

ち方や会話の中から経験し変化に至っている。④医療行為の実施者である研修医が自分自身も事故の

当事者になると捉えて医療安全への意識が変容している。さらに自らを守るために、勉強会や医療安

全研修会を企画運営する主体的行動へ変容した。 
【結論】研修医が１年間に得られたものの中で意識変容した学習プロセスについて４つの側面を示す

ことができた。大学で医療安全教育を受けた研修医は、医療現場での大きな乖離に戸惑い、しかもそ

の状況は多忙な業務を日常的に行っている指導医には伝わりにくい。研修病院での医療安全教育には、

研修医の気づきを受け止め、研修医一人ひとりの評価・修正を指導する土壌が必要である。今後も、

研修医の意識変容を追い、医療安全教育のあり方を検証していく。 
 


